











































































































































経済 10.7％（10326） 13.6％（20981） 16.1％（75887）
政治 1.7％（1661） 2.2％（3414） 4.1％（19170
軍事 5.7％（5526） 1.1％（1752） 1.6％（7382）
文化 3％（2849） 4.4％（6785） 9.2％（43277）
社会 5.2％（5049） 5.9％（9154） 11.7％（55147）
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において、刊行物の数量、採用の可能性など、さまざまの要素がある。中国では、
経済学の学術刊行物が量的には圧倒的に多く、日本が経済大国のため、それに関
する研究成果は当然他の分野より多い。
　言語学の場合、日本語学習者は多いが、日本語関係の学術刊行物は量的に少な
く、論文採用が比較的に難しく、学術誌のレベルも経済学と比べて不利である。
そのため、言語学出身の研究者は、日本の経済、政治、軍事を対象としなければ、
日本文化、日本社会を研究することが多くなることは、以上のデータでわかる。
4. 課題と展望
　以上、中日国交正常化以来の中国における日本研究の概況を振り返ってみた。
数から見れば、過去38年間の研究成果は増え続け、特に両国の政治関係の変化
に左右される様子は見られない。分野別から見れば、政治、外交、軍事など「高
次元の政治」領域の研究成果は増えたが、全体的には経済、社会、文化などの分
野の研究が大きく発展している。
　なお、日本語教育は日本研究の礎とは言えなくても、日本研究者の基礎能力と
なり、不可欠なものであろう。また、日本研究の大物は基本的に日本語出身であ
る。
　では、次世代の日本研究にとって、努力すべき方向は何だろう。まずは、研究
方法の更新であろう。社会科学の研究領域において、「科学的方法」を重視する
傾向が世界的に見られる。重複研究、無用研究、低品質研究を避けるため、また
若い研究者が激しい競争に勝つため、「科学的方法」を使うほうが効率的だと思う。
ちなみに、「科学的方法」はイコール「量的研究」というわけではない。
　次に、フィールドワークに基づく研究である。数十年前、日本語を勉強した中
国人はほとんど日本に行くチャンスがなかったが、今の日本研究者はほとんど訪
日経験を持っている。だが、日本に行っても、日本の図書館で文献調査をする人
は多くいるが、現地でフィールドワークを行うことはまだ少ない。フィールドワ
ークはすべての領域において必要というわけではないが、説得力のある研究成果
を出すためには、有効な方法といえよう。
　最後に、学際的研究の重要性はいうまでもないものである。次世代の日本研究
者は、高度の日本語能力を持つ以外、世界への発信を目指すなら、英語で論文を
書き、英語圏の学術誌で発表することは極めて重要である。また、国際関係学の
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理論を用いて、基礎理論と政策研究を総合的に研究することが求められる5。また、
政治、経済、法律、管理、環境などをまたがる学際的研究によって、異なる考え
から刺激と啓発をうければ、日本研究は新たな道を拓いていけるだろう。
5  呂耀東「中国30年来的日本外交研究」『日本学刊』2015年増刊、53頁。
